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論文要約 
 

提出者氏名 山田章浩 指導教員 主 
石井 

英真 
副 
西岡 

加名恵 

論文題目 
安井俊夫の教育内容論 

―「歴史教育固有の論理」の追求― 

【論文内容の要約】 

本論文の目的は「歴史教育固有の論理」に着目することで、安井俊夫の教育内容概念の

展開とそれに伴う授業づくりの発想の変容を明らかにし、その意義と課題を検討すること

である。安井は「現代化」批判の流れのなかで、歴史教育において「楽しくわかる授業」

を先導した存在として評価されてきた。しかし、安井の教育内容概念が「教育内容と教材

の区別」論で規定されるものから変化したことを踏まえて、安井実践と授業づくり論を検

討することは十分に行われていない。よって本論文では、安井の教育内容概念の変容を明

らかにし、変容した教育内容概念と授業づくり論の関係性を考察する。  

 安井実践は「東国と大和朝廷」実践を境に二つに時期区分できる。本論文ではこの時期

区分に従い、安井の教育内容観の変遷を明らかにする。第 1 章では、「東国と大和朝廷」実

践以前は歴史学の成果に基づく教育内容が設定され、以後は「子どもの論理」に基づく教

育内容が設定されたことを明らかにした。第 2 章では、安井が大学教員として自身の実践

の理論化を図った授業づくり論と「子どもの論理」に基づく教育内容の関係性を検討した。 

 以上の検討では、授業づくりに子どもの追求という視点を加えるという「歴史教育固有

の論理」に着目することで、安井俊夫の教育内容概念が歴史学に基づく教育内容から、「子

どもの論理」に基づく教育内容へ範囲を拡大させたことが明らかになった。「子どもの論理」

に基づく教育内容は一般的、抽象的な教育内容を、子どものもつイメージと結合し、その

イメージを変革する側面を意識して、特殊化、具体化する。そして、これは、子どもの側

からの授業の分析を可能にし、教材構成の視点としても機能するものであった。 

 安井の論じた「子どもの論理」に基づく教育内容について、以下の意義と課題が挙げら

れる。意義は二点ある。第一に、「子どもの論理」を教育内容設定に組み込むことにより、

教育内容レベルにおける「科学と教育の結合」に双方向的な関係性を確立したことである。

第二に、個人の心理的特性を含む観点を学問の系統性と一体化した形で、実践の妥当性の

検証を行うことが授業づくり論に位置づけられたことである。一方で課題としては、安井

は実践において大きな目標としては歴史学と歴史教育の「一体化」を目指したが、それを

実現するための道筋を、教育内容論において十分に理論化できていない点が挙げられる。  

 以上の検討から本論文は次のような示唆を与える。本論文では、「歴史教育固有の論理」

を、子どもの追求という視点を授業づくりに加える実践をつらぬくスタンスとして捉え直

した。この捉え直しによって、安井の歴史学と歴史教育の一体化を論点とした安井実践を

取り巻く議論を教材論に終始せず、教育内容論を中心に授業づくり全体に広げることがで

きた。 
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                                                                2003.1.16（作成） 
2021.2.1（改訂） 

 
1) 編集委員会の構成について 
 本紀要の編集委員会は、京都大学大学院教育学研究科 教育・人間科学講座 教育方法学

研究室に所属する教員（教授、准教授、講師、助教）によって構成される。 

 

2) 投稿区分について 
 本紀要は、「研究論文」「研究ノート」「教職教育の探究」「海外文献レビュー」「翻訳」「書

評」の投稿区分を持つ。 

 

3) 執筆者の資格について 
 「研究論文」「研究ノート」「教職教育の探究」の執筆資格は、教育方法学研究室に在籍

する教員および博士後期課程の大学院生とする。「海外文献レビュー」「翻訳」「書評」の

執筆資格は、教育方法学研究室に在籍する教員および博士後期課程、修士課程の大学院生、

研究生とする。但し、教員の推薦があった場合はこの限りではない。 

 

4) 執筆枚数について 
 「研究論文」「研究ノート」「教職研究の探究」の執筆枚数は、指定様式で出来上がり 8

ページ（400 字詰め原稿用紙 40 枚程度）以内とする。「海外文献レビュー」の執筆枚数は、

指定様式で出来上がり 4ページ（400 字詰め原稿用紙 20 枚程度）以内とする。「書評」の

執筆枚数は、指定様式で出来上がり 2 ページ（400 字詰め原稿用紙 10 枚程度）以内とす

る。但し、編集委員会の了承があった場合はこの限りではない。 

 

5) 執筆テーマについて 
 執筆テーマは、広く教育方法学に関わるものであれば特に制約を設けない。 

 

6) 論文原稿の提出について 
  原稿については、各年度の指定期日までに、電子化された文書ファイルとともに編集

委員会に提出するものとする。 
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